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第6回 SPARC Japanセミナー

「日本発オープンアクセス」

オープンアクセスウィーク

世界的に様々なイベント，活動が行われています

2010/10/18（月）～

http://openaccessweek.org/

20 0/ 0/ 8（月）

2010/10/24（土）

今年は3回目

2008年はOA day

2009年からOA week

SPARCの公式サイト
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SPARCの公式サイト

によると2010年は

94の国で900名近く
参加
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オープンアクセスウィーク

日本でも

DRFやSPARC Japan

http://cont.library.osaka-u.ac.jp/oaw/

や p

を中心に様々な活動
TwitterTwitterのの

ハッシュタグはハッシュタグは

#oaw_j2010#oaw_j2010
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PR: CiNii新機能リリース

10月18日（月）オープンアクセスウィーク初日
無料ダウンロードができる論文については 「オープンアクセ

ス」という文言が入るようになりました。オープンアクセス普
及の一助になれば、ということで… By大向先生

本文の利用条件本文の利用条件
があがあ
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があらかじめ表示があらかじめ表示
されるようになりされるようになり

ました！ました！
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日本の科学技術政策における研究成果公開の
位置づけ

第4期科学技術基本計画（H23-27）策定に向け

「科学技術基本政策策定の基本方針」の公開科学技術基本政策策定の基本方針」の公開

（平成22年6月16日）総合科学技術会議基本政策専門調査会

http://www8.cao.go.jp/cstp/siryo/haihu91/haihu-si91.html

「国際水準の研究環境の形成」の一環

機関リポジトリやオープンアクセスを推進する

「国民とともに創り進める科学 技術政策」の 環
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「国民とともに創り進める科学・技術政策」の一環

研究者はそれぞれの研究について、内容や成果を分
かりやすく発信する取組みを進める必要がある

日本の科学技術政策における研究成果公開の
位置づけ（参考）総合科学技術会議（第９１回）配付資料
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日本の科学技術政策における研究成果公開の
位置づけ（参考）総合科学技術会議（第９１回）配付資料
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「科学技術基本政策策定の基本方針」
「研究環境基盤の整備」より抜粋

論文等のデータを機関毎に保存・公開する電子アーカ
イブシステムである機関リポジトリの充実、公的資金に
よる研究成果（論文及び科学データ）の機関リポジトリ
や研究データベースでの公開などにより、研究成果へ
のアクセスの容易化を図る。

また、学協会が刊行する論文誌の電子化、国立国会
図書館や大学図書館における文献の電子化など、人
文社会科学も含む研究情報 デジタ 化やオ プ
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文社会科学も含む研究情報のデジタル化やオープン
アクセスを推進する。同時に、国際的な情報ネットワー
クとの連携を深めていく。

http://www8.cao.go.jp/cstp/siryo/haihu91/siryo3-2.pdf
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大学は電子ジャーナルの効率的・安定的な購読が
できるよう、有効な対応方策を検討することが期待

「科学技術基本政策策定の基本方針」
「研究環境基盤の整備」より抜粋

う、有効 策 検討す 期待
される。

また、国はそれを支援する。

http://www8.cao.go.jp/cstp/siryo/haihu91/siryo3-2.pdf
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「科学技術基本政策策定の基本方針」
「研究情報の分かりやすい形での発信」より抜粋

研究者は、それぞれの研究について、内容や成果
を分かりやすく発信する取組みを進める。（中略）分 す 発信す 。

また、公的資金による研究論文は、可能な限り機
関リポジトリに登録することとし、その際には、一般
向けにも分かりやすい数百字程度の説明を添付す
る。
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http://www8.cao.go.jp/cstp/siryo/haihu91/siryo3-2.pdf
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SPARC Japan第3期の基本的な考え方

第3期（平成22～24年度）の基本方針

我が国の特色に見合った（ビジネスモデルに裏打ち我が国の特色に見合った（ビジネスモデルに裏打ち
された）オープンアクセスを，学会と図書館が協力し
て推進する。

学会と図書館を，オープンアクセス推進の車の両輪
と捉える。

学術コミュニケーションの主役である研究者の議
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学術 ケ シ 役 ある研究者 議
論・実践への参加を促す。

具体的にどう具体的にどう
すればいいのすればいいの
か分からないか分からない

いいことだとはいいことだとは
思うけれど・・・思うけれど・・・

第6回SPARC Japanセミナーでは

日本の学術出版の在り方を広く俯瞰する立場から
林和弘氏（日本化学会、SPARC Japan運営委員）

人文系中小規模学会誌をリポジトリベースで創刊した
研究者の立場から

村上祐子氏（東北大学）

Nature等トップジャーナルに掲載された日本人著者の
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論文の著者レビューを公開する立場から

飯田啓介氏（ライフサイエンス新着論文レビュー編集人）

コーディネータ：永井裕子氏（日本動物学会）コーディネータ：永井裕子氏（日本動物学会）
フロアを交えたディスカッションフロアを交えたディスカッション


